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新
し
い
揖
斐
川
町
は
越
美
・
伊
吹
山
系

よ
り
流
れ
出
る
粕
川
・
根
尾
川
が
、
揖
斐

川
本
流
に
合
流
し
西
美
濃
の
大
地
を
形
成

し
、
山
地
よ
り
平
野
に
か
け
、
西
美
濃
の

歴
史
文
化
を
育
ん
だ
ル
ー
ツ
の
地
で
す
。

 

新
揖
斐
川
町
誕
生
に
よ
り
、
旧
町
村
の

歴
史
文
化
施
設
が
連
携
し
、
先
人
の
叡
智

を
探
り
、
先
人
の
足
跡
に
学
び
な
が
ら
、

新
揖
斐
川
町
の
真
の
歴
史
文
化
を
体
系
化

す
る
課
題
と
新
し
い
文
化
創
造
に
寄
与
す

る
施
設
で
す
。

一
「
森
の
文
化
博
物
館
」（
春
日
地
区
）

　
山
間
の
長
者
の
里
に
あ
り
、
森
と
共
に

暮
ら
す
中
で
育
ん
だ
薬
草
・
炭
焼
き
な
ど

の
資
料
や
映
像
に
よ
る
春
日
の
祭
り
を
展

示
紹
介
し
て
い
ま
す
。

・
開
館
期
間
　
三
月
二
十
一
日
〜

 

　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
八
日

・
開
館
時
間
　
九
時
〜
十
七
時

・
休
館
日
　
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
（
た
だ
し
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

・
入
館
料
　
高
校
生
以
上
　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
小
中
学
生
　
１
０
０
円

■「
藤
橋
歴
史
民
俗
資
料
館
」

 

藤
橋
城
の
隣
に
約
二
百
年
前
の
茅
葺
民

家
を
五
棟
移
築
復
元
し
て
、
山
村
の
生
活

を
伝
え
る
民
具
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
と
共
に
暮
ら
し
た
先
人
の
知
恵
を
し

の
ぶ
民
俗
文
化
財
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

・
開
館
期
間
、
時
間
、
入
館
料
は
藤
橋
城

（
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）
と
同
じ

・
開
館
日
　
土
・
日
・
祝
日

・
開
館
時
間
　
四
月
〜
十
月

　
　
　
　
　
　
　
十
時
〜
十
七
時

　
　
　
　
　
　
十
一
月
〜
三
月

　
　
　
　
　
　
　
十
時
〜
十
六
時

・
入
館
料
　
高
校
生
以
上
　
３
０
０
円

 

　
　
　
　
　
小
中
学
生
　
１
５
０
円

　
※
こ
の
施
設
は
「
藤
橋
道
の
駅
」
内
に

あ
り
ま
す
。

■「
藤
橋
西
美
濃
天
文
台
」

　
県
内
最
大
級
の
口
径
六
十
セ
ン
チ
の
反

射
望
遠
鏡
で
満
点
の
星
空
を
観
察
で
き
ま

す
。
間
近
に
迫
る
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
・
惑

星
・
星
雲
・
星
団
の
姿
は
、
宇
宙
の
神
秘

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

・
毎
月
の
公
開
日
の
ほ
か
、
予
約
に
よ
り

随
時
公
開
し
て
い
ま
す
。

・
利
用
料
　
高
校
生
以
上
　
　
３
０
０
円

 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
　
　
２
０
０
円

 

来
月
は
坂
内
民
俗
資
料
館
、
久
瀬
民
俗

資
料
館
、
谷
汲
郷
土
資
料
館
、
揖
斐
川
歴

史
民
俗
資
料
館
の
紹
介
を
し
ま
す
。

そ
の
１

■「
徳
山
民
俗
資
料
収
蔵
庫
」

　
旧
徳
山
村
の
「
山
村
生
産
用
具
」
五

八
九
〇
点
に
お
よ
ぶ
国
指
定
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
が
収
蔵
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
村
生
産
用
具
の
収
蔵
は
国
内
最
大
と

い
わ
れ
、
自
然
と
共
生
し
て
き
た
山
村

の
生
活
を
道
具
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

森の文化博物館

や
ま
あ
い

■
博
物
館
の
付
属
施
設
と
し
て

 

「
森
の
染
織
工
房
　ア
ト
リ
エ
の
の
」

が
あ
り
、
四
季
折
々
の
植
物
と
古
く
か
ら

親
し
ま
れ
て
き
た
薬
草
を
染
料
と
し
た
染

め
体
験
が
で
き
ま
す
。
（
要
予
約
・
有
料
）

 

ま
た
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
の
の
機
織
り
」

も
見
学
で
き
ま
す
。

 

お
問
い
合
わ
せ
　�
０
５
８
５
‐
５
８
‐
３
１
１
１

 

　
　
　
　
　
　
　
森
の
文
化
博
物
館
内

二
　
藤
橋
地
区
に
は
、
藤
橋
城
を
は
じ
め

藤
橋
歴
史
民
俗
資
料
館
、
天
文
台
、
徳

山
民
俗
資
料
収
蔵
庫
な
ど
多
数
の
文
化

施
設
が
あ
り
ま
す
。

■「
藤
橋
城（
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
）」

「
城
の
中
に
あ
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
と

し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

日
の
夜
空
と
月
ご
と
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

専
門
職
員
に
よ
る
生
解
説
が
楽
し
め
ま
す
。

・
開
館
期
間
　
四
月
一
日
〜
十
一
月
三
十
日

・
開
館
時
間
　
十
時
よ
り
十
六
時
三
十
分
ま
で

・
入
館
料
（
藤
橋
歴
史
民
俗
資
料
館
と
共
通
）

 

　
　
　
　
　
高
校
生
以
上
　
５
０
０
円

 

　
　
　
　
　
小
中
学
生
　
２
５
０
円  

 

　
　
　
　
　
幼
　
　
　
児
　
１
０
０
円

森の染織工房アトリエのの

藤橋城（西美濃プラネタリウム）
藤橋歴史民俗資料館


